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	1 赤い牢獄　菅原道太郎 著（川崎書店、1949・昭和 24 年）
ソ連占領下の樺太で、反ソ分子として捕らえられた著者は、ハバロフスクへ移送後、重労働15年の判決により「赤
い牢獄」を体験。一般兵士や職業軍人の目にふれない貴重な見聞を報告する。

	2 夢はウラルに消ゆ　田中鈞一 著（西日本新聞社、1949・昭和 24 年）
若き日、マルキシズムに夢を託した著者は、過酷な抑留生活のなかでしだいにソ連に幻滅する。帰国後直ちに
筆を執った「見たままの記」。ソ連は「秘密と暗黒の国であり、独裁と泥棒の国」であった。

	3 捕虜実話 しらみの歌　宮永次雄 著（朝日書房、1950・昭和 25 年）	
宮古島で終戦を迎えた著者は、昭和 21 年 1月、米軍俘虜として沖縄本島の収容所に送られる。意外にもそこは、
日本の軍隊からは「予想もできない自由の獄舎」であり、日本は負けるべくして負けたことを痛感する。

	4 抑留所生活記　佐々木さゝぶね 著（羅府書店、1950・昭和 25 年）
在米日本人は、誰一人日米開戦を望んでいなかったが、開戦の日から「敵国外人」とされ、逮捕されたり、投獄・
抑留をよぎなくされた。開戦前夜から抑留所生活 6か月の克明な記録と貴重な資料・写真を収録。

	5 シベリヤ抑留記　瀬野修 著（虹有社、1947・昭和 22 年）
最も早い時期に刊行されたものの一つで、シベリア抑留者の状況を留守家族に伝えたいとの思いから、所持品
検査の網をくぐり抜けて持ち帰ったメモに基づいて書かれている。

	6 高砂丸に泣く　塚本義隆 著（時事通信社、1949・昭和 24 年）
副題に「新聞記者のソ連抑留記」とあり、満洲から引き立てられた著者の中央アジア、アルマ・アタでの 3年
間の抑留生活が綴られている。運命を共にした元満鉄調査部小林宗一氏の挿絵入り。

	7 レムパンの星　日比野清次 著（香柏書房、1949・昭和 24 年）
捕虜となった 8万の将兵がマレー半島の先に位置する無人島に送られ、飢餓のなかで開墾によって自給自足の
生活を追求する。本書は大佛次郎や佐藤春夫の小説の素材にもなったといわれる。

	8 シベリヤ捕虜物語　栗原康誉 著（暁明社、1949・昭和 24 年）
現地召集された著者は、「生きて虜囚の辱めを受けず」を信じ、二度自決しそこね、逃亡にも失敗する。入ソ当
初の「生き地獄」をくぐり抜けて見えてきたのは、抑留後も温存された旧軍隊組織の横暴であった。

	9 生ける屍の記　沖野亦男 著（東方書房、1946・昭和 21 年）
「在支 20 年」の海軍大佐である著者は、搭乗機の敵地不時着により虜囚となる。重慶および米国での 2年間の
捕虜生活のなかで、日本の俘虜国際協定不参加の愚かしさ、軍隊の独善性に思いを致す。

	10 暁に祈る　有賀藤市 著（蒼生社、1949・昭和 24 年）
副題に「吉村隊生存者の真相記・外豪抑留者の生還記録」とある。帰国して静養 1年余、吉村こと池田の健在
を知り、憤激の情を新たにして著者が「この目で見、この身体で体験した事実」を記録する。
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リバイバル〈外地〉文学選集　全 20 巻
山下武監修・解説［大空社	1998-2000］A5 判・上製
■外地の様子、そこに住む人々の生活を克明に描写した作品群。歴史資料として貴重。

1	 上海夜話〈井東憲、昭和 4〉440 頁　4-7568-0397-0	 12,000 円
2	 ハルピン女〈郡司次郎正、昭和 7〉440 頁　4-7568-0398-9	 12,000 円
3	 男装の麗人〈村松梢風、昭和 8〉390 頁　4-7568-0399-7	 11,000 円
4	 満洲〈中西伊之助、昭和 9〉460 頁　4-7568-0400-4	 13,000 円
5	 駒鳥日記〈矢田津世子、昭和 16〉270 頁　4-7568-0401-2	 7,000 円
6	 遠東の民	第一部・趙君瑛の日記〈鈴木英夫、昭和 16〉360 頁　4-7568-0402-0	 10,000 円
7	 遠東の民	第二部・陳一族の手紙〈鈴木英夫、昭和 17〉340 頁　4-7568-0403-9	 9,000 円
8	 遠東の民	第三部・ある中尉の手記〈鈴木英夫、昭和 18〉250 頁　4-7568-0404-7	 6,000 円
9	 朝鮮・台湾・海南諸港〈野上豊一郎・彌生子、昭和 17〉350 頁　4-7568-0405-5	 10,000 円
10	 黄河〈宮本幹也、昭和 18〉440 頁　4-7568-0406-3	 12,000 円
11	 汝等の背後より〈中西伊之助、大正 12〉410 頁　4-7568-0407-1	 11,500 円
12	 上海〈村松梢風、昭和 2〉360 頁　4-7568-0408-X	 10,000 円
13	 赤い魔窟と血の旗〈井東憲、昭和 5〉280 頁　4-7568-0409-8	 9,000 円
14	 発声満洲〈郡司次郎正、昭和 8〉380 頁　4-7568-0410-1	 10,500円 品切

15	 北京〈阿部知二、昭和 13〉290 頁　4-7568-0411-X	 9,000 円
16	 満洲紀行〈島木健作、昭和 15〉360 頁　4-7568-0412-8	 9,500 円
17	 黒龍江〈竹森一男、昭和 16〉240 頁　4-7568-0413-6	 7,000円 品切

18	 南洋紀行〈丸山義二、昭和 17〉260 頁　4-7568-0414-4	 8,000 円
19	 満洲少女〈小泉菊枝、昭和 17〉310 頁　4-7568-0415-2	 9,000円 品切

20	 陳夫人〈庄司総一、昭和 19〉300 頁　4-7568-0416-0	 16,500円 品切

上海叢書　全 12 巻
山下武・高崎隆治監修・解説［大空社	2002.1］A5 判・上製
	 4-283-00197-X　　揃 120,000 円
■大陸への玄関口、世界の注目を集め租界が栄え、日本も深く関わった国際都市上海を立
体的に捉えるための基本文献集。

1	 上海史話	附・上海史文献解題〈米澤秀夫、昭和 17〉
2	 上海年鑑	1926 年版〈上海日報社、大正 15〉
3	 支那研究第十八号	上海研究号〈小竹文夫・坂本義孝他、昭和 3〉
4	 昭和七年	上海事変誌〈上海居留民団、昭和 8〉
5	 上海通信〈木村毅、昭和 12〉
6	 松井翠聲の	上海案内〈松井翠聲、昭和 13〉
7	 上海の歴史（上海租界発達史）〈H. ポット著 /帆足計・濱谷満雄訳、昭和 15〉
8	 大帮の都	上海〈A.O. ハウザー著・佐藤弘訳、昭和 15〉
9	 上海〈谷川徹三・三木清他、昭和 16〉
10	 上海人文記	映画プロデュサーの手帖から〈松崎啓次、昭和 16〉
11	 思い出の上海〈村松梢風、昭和 22〉
12	 十二月八日の上海〈西川光、昭和 18〉
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	1 赤い牢獄　菅原道太郎 著（川崎書店、1949・昭和 24 年）
	 	 	 290 頁　4-283-00152-X	 定価 6,050 円（本体 5,500 円＋税）

	2 夢はウラルに消ゆ　田中鈞一 著（西日本新聞社、1949・昭和 24 年）
	 	 	 220 頁　4-283-00153-8	 定価 4,950 円（本体 4,500 円＋税）

	3 捕虜実話 しらみの歌　宮永次雄 著（朝日書房、1950・昭和 25 年）	
	 	 	 260 頁　4-283-00154-6	 定価 6,050 円（本体 5,500 円＋税）

	4 抑留所生活記　佐々木さゝぶね 著（羅府書店、1950・昭和 25 年）
	 	 	 610 頁　4-283-00155-4	 定価 13,200 円（本体 12,000 円＋税）

	5 シベリヤ抑留記　瀬野修 著（虹有社、1947・昭和 22 年）
	 	 	 200 頁　4-283-00156-2	 定価 4,400 円（本体 4,000 円＋税）

	6 高砂丸に泣く　塚本義隆 著（時事通信社、1949・昭和 24 年）
	 	 	 190 頁　4-283-00157-0	 定価 4,400 円（本体 4,000 円＋税）

	7 レムパンの星　日比野清次 著（香柏書房、1949・昭和 24 年）
	 	 	 220 頁　4-283-00158-9	 定価 4,950 円（本体 4,500 円＋税）

	8 シベリヤ捕虜物語　栗原康誉 著（暁明社、1949・昭和 24 年）
	 	 	 220 頁　4-283-00159-7	 定価 4,950 円（本体 4,500 円＋税）

	9 生ける屍の記　沖野亦男 著（東方書房、1946・昭和 21 年）
	 	 	 220 頁　4-283-00160-0	 定価 4,950 円（本体 4,500 円＋税）

	10 暁に祈る　有賀藤市 著（蒼生社、1949・昭和 24 年）
	 	 	 180 頁　4-283-00161-9	 定価 4,400 円（本体 4,000 円＋税）
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山下 武 監修・解説［大空社	1999 年 12 月刊］

別冊 （解説）　＊全巻揃い購入者に配布（B6 判・36 頁）

山下武「風化させない戦争体験の記録」

■終戦直後から昭和 25 年までの日本人捕虜 ・抑留者のドキュメントを精選復刻。 シベリア ・ 中国大陸 ・

　　　東南アジア ・ アメリカでの過酷な体験を、 記憶が風化しない時期に書き留められた貴重な記録。

A5 判 ・ 上製　　4-283-00162-7

揃定価 58,300 円 （本体 53,000 円）
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☆原則として〈セット分売不可〉ですが、
　一部の巻は分売可。詳細お問合せください。


